
（様式１－３） 

川俣町 定住緊急支援事業計画に基づく事業等個票 

平成２５年７月時点

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. １ 事業名 川俣こどもかけっこ応援事業 

（川俣町体育館２階ギャラリー外周床改修事業） 

事業番号 Ｂ－１ 

交付団体 川俣町 事業実施主体 川俣町 

総交付対象事業費 １３，１８０（千円） 全体事業費 １３，１８０（千円）

事業概要 

 川俣町の子ども、特に仮設住宅に避難している山木屋地区の子どもたちは避難前は

野山を駆け回って活動して（遊んで）いた。 

 また、地域住民も学校施設を活用し積極的な体位体力の向上に努めていた。 

 避難後は狭い仮設住宅の中にいて、仮設住宅の敷地内には十分な空き地もなく教育

環境もいいとは言えない。 

幸い、川俣町の仮設住宅の近くには町民体育館があり、２階には室内走路も設置さ

れている。 

しかし、当該走路はコンクリート敷きのため、発達段階にある子どもにとっては思

い切り走れる状況ではない。そこで、既存の走路であるコンクリート床にゴム製の床

材を張り、床にクッション性を持たせ、ランニング時の膝等への衝撃を和らげるとと

もに、滑りにくい表面が凹凸のクッション材にすることで安全性も向上させ子どもが

長時間走れるよう改修する。 

 当該体育館は町内の小中高の活動に震災前から寄与してきたところ、震災後は町外から避難し

てきた子どもたちにとってもなくてはならない存在となっている。 

 町内の子どもたち及び町内に避難している子どもたちに少しでもかけっこをできる機会を与

えることが本事業の趣旨である。 

人口の流出及びそれにより生じている地域の復興における支障との関係 

山木屋地区以外の町民数百名が町外（県内・県外）へと自主避難。 

○自主避難内訳(平成 25 年 1 月末) 

・県内 6 世帯 13 名（内 18 歳未満 4 名） 

・県外 58 世帯 152 名（内 18 歳未満 68 名） 

（内、山形県 24 世帯 63 名） 

東日本大震災により、山木屋地区及び他の市町村から避難している児童・生徒は、町内の他校の教室を

借りての授業が行われており、これまでとは大きく異なる生活を強いられている。また、町内すべての小

中学校では行事の見直しが行われた。 

 少子化が進行している本町においては、次世代を担う心豊かでたくましい子どもを育てるために、地域

全体で子どもをしっかりと守り育てる体制を整えるとともに、子どもたちが安全で安心して活動できる環

境を整備する必要がある。 



※効果促進事業である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号  

事業名  

交付団体 

基幹事業との関連性 


